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l.研 究 目的

職業資格の重要な社会的機能として 「職業能力Jの 公証がある。職業資格取得者は①特定の職

業能力を持ち、②その職業能力が一定の仕事の成果を保証することを背景としている。ところが、

現在の職業資格制度の多くはそのようになっているとは言いがたい。もし、職業資格がこれら要

作を満たすことができるなら、資格取得の意義づけや社会的評価はより確かになると考える。し

かし、その原因は何にあるかについて定見がないのである。そこで我々は、職業資格を妥当なも

のとするための作業として、職業能力の視点から職業資格を検討しようとした。

前報告では 「企業内キャリアJと 「職業能力Jと 「職業資格取得」の三者の関係を明らかにした。

その結果、以下の諸点を指摘した。第1は労働者の職業生涯において職業資格はひとりひとりの
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職業能力を表わすことが期待できない点である。第2は能力開発や企業内教育がこの欠落部分に
対してきめ細かな職業能力を育成する位置にあると言う点である。第3は人事制度と教育訓練制
度と職業資格が一定の関係を持ち、職業生産の全期間をカバーする体制の確立が求められる点で
ある。これらの結果から、「職業資格が職業能力の公証」として機能するには一定の制限や限界
があると考えられた。そして、職業能力の具体的内容と資格試験問題の内容の比較に基づく質的
検討は今後の課題として残されていた中

七

本研究はこの課題について検討しようとするものである。もしも、職業資格試験が該当する職
業に必要な職業能力の全てを評価するように出題され、妥当な問題であれば、戦業資格の 「職業
能力の公証機能Jは 制限や限界があるとは言えない。また、職業資格試験が該当する職業に必要
な耽業能力の幾つかの分野についてのみ評価するように出題されていたとすれば、職業資格の
「職業能力の公証機能Jは 制限や限界があると言える。この場合、制限事項の範囲と傾向が明ら
かにできると考えられる。研究仮説として我々は以下の3点 を設定した。
[仮熟Э]職 業資格の 「職業能力の公証機能Jは 制限や限界があること

[仮説②]職 業制限や限界を規定する要因は職業人に求められる能力分野力〕云範にわたり、評価
の対象としてカバーできないこと

[仮調①]職 業資格試験問題の出題は現実の仕事の職業能力と時間差があること
この研究では対象とする職業資格に 「技能検定Jを 選定した。技能検定は 「労働者の有する技

能を一定の基準によって検定し、これを公証する技能の国家校定制度」
のである。従来、資格試

験問題の分析の多くは受験者の学習の指針として分析されてきた。しかし、試験問題の妥当性や
機能の検討のための分析は少ない。森 (1992)は試験問題の妥当性 信 頼性を検討し、よりよい
試験問題作成のための検討を行った比 技能審査試験問題と受験者の得点分布や誤答と正答の検
討から、学科試験問題と実技試験問題の妥当性 信 頼性 機 能を分析した。しかし、これらの研
究は職業能力との対比における職業資格試験の検討ではない。本研究では特定の職業分野を設定
して、職業能力と職業資格を対比させて職業資格の位置づけを明らかにしたい。検討職種として
保全技能を設定した。この分野の労働者に求められる職業能力は極めて多様である。また、関連
する職業資格を多数取得することを前提とする分野でもある。これについては前報告 「企業内キ
ヤリアと教育訓練と職業資格のかかわり」で述べた。この意味で職業資格を論ずるに適切と考え
られる。

2.研 究方法

本調査に先立って保全技能者が必要とする能力 資 質を予備調査した。職業能カリストはこの
予備調査結果に基づいて作成した。質問紙調査は愛知県の機械製造会社 1社の熟練技能者に実施
した。調査対象企業は従業員約9500名で、保全技能者は約300名在籍している。実施時期は1996
年12月である。調査用紙は保全技能者に必要な職業能力50項目を設定してその重要度を5段階で
評価させたⅢ

ち本研究では、これに加えて職業能カプロフィールを電気保全と機械保全とに分け
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て集計した。次に、技能検定試験の基準・並びに試験問題を分析した。基準の分析は企業の保全

業務経験者にチェックを依頼した。試験問題分析の対象とした資格級は技能検定試験の機械保全

技能検定機械系作業 (以下 「機械保全」と称する)1級 、2級及び機械保全技能検危電気系作業

(以下 「電気保全」と称する)1級 、2級である。試験問題分析は企業で保全の教育副1練を長年
にわたって担当している管理者が行った。分析対象とする試験問題は平成6年度から9年度まで
の学科試験問題とした。1つの試験問題は50問題で構成しているので、 1年 当たり200問題とな
る。従って4年間の800問題を分析対象とした。これは電気保全の技能検定が開始されて以降の

全問題を対象にしたことになる。

3 結 果と考察

3‐1「技能検定試験の基準」と職業能力項目の対応

保全技能者の職業能力 (50項目)と 技能検定の基準 (機械保全 電 気保全)の 対応について検

討したい。調査で用いた職業能力項目は現場で要求される必要能力 資 質を表わしている。この

内容力寸支能検危の基準を網羅しているか否かは校定の性格を示すことになる。技能検定の基準は

「試験科目及びその範囲Jと 「基準の細目」から構成されている。また、その記述は 「詳細な知

識を有することJ及 び 「一般的な知識を有することJ「概略的な知識を有することJのいずれかで

なされている。ここでは 「試験科目及びその範囲」レベルまでを分析の対象にした。表1に結果
を示す。表において■記号は 「詳細な知識を有すること」を示し、□記号は 「一般的及な知識を

有すること」及び 「概略的な知識を有すること」を示している。

機械保全1級では、(1)～(2)の制御回路と、(6)～(9)の自動機 計 測器、(14)～(30)までの機械

力】工組み立て、(32)の測定工具、(38)～(39)の安全作業と故障再発防止が詳細レベルで対応して

いる。一般レベルで対応しているものは(3)～(5)のプログラマブルコントローラ (Pc)関 係、

(12)～(13)の電気配線、(31)ソレノイドバルブ、(33)機械図面、(36)～ (37)の油気圧図面と時間

短縮、(41)故障低減資料の作成である。この他については対応していない。機械保全2級では1級

の範囲よりも少なく対応する。(3)～(5)、(12)～(13)、(36)～(37)、(41)の8項目を除く28項目で

対応する。また、詳細レベルで同一の項目は(6)～(9)の自動機 計 測器、(38)安全作業である。
このように見てくると、機械保全の基準の中核は制御回路、自動機 計 測器、センサー、機械加

工組み立て、デプスマイクロメータ、安全作業、故障再発防止にあると指摘できる。

同様にして、電気保全の技能校定試験の基準について見て見たい。電気保全1級の詳細レベル

で見ると、(1)～(5)の制御回路とPc、(10)～(17)のインバータ バ ーコー ドシステム 電 気配

線 セ ンサー 診 断機器、(21)配管ホース、(34)～(39)の電気図面と電気計算式 油 気圧図面

時間短縮 安 全作業 ・故障再発防止の20項目が対応 している。一般レベルでは(31)ソレノイド

バルブ、(33)機械図面、(41)故障低rFR資料作成の3項目が対応していた。電気保全2級 では機械保

全と同様に1級の範囲よりも少なく対応する。(31)、(33)、(41)の3項目を除く20項目で対応する。

また、詳組レベルで同一の項目は(1)～(2)の制御回路、(12)～(13)の電気配線、(38)安全作業の
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表 1 保 全技能者の職業能力と機能検定の基準との対応

機械保全 1級 機械保全2級 電気保全 1級 電気保全 2級

(1)制 御回路③_リ レー ・シーヶンス ■ □ 口 日
(2)制 御回路② 動力回蕗 ■ □ 日 ■
(3)PC回 路 入出力 □ ■

(4)PC フ ァンクション① □ ロ □
15)PC フ ァンクション② □ ロ □
(6)NC 障 害追跡 日 ■

(7)サ ーボ 障 害追跡 口 ロ

(8)ロ ボッ| 障害追跡 ロ 口

(9)計 測器 書害追跡 口 ロ

(ltlj インバータ 障 害追断 口 □

1■リ ハ ~コ ~ド ヽ1単  障 害週跡 口 □

申 仕上け □ ロ 田
(13)電気配線②

~覇
万電=ラ

■ ロ
1り 各種ャンサー類 結線 ■ □ ■ □
15)診 助願器( シンクロSP ロ □ ロ □
(161 診断機器② メ モリーHC ロ □ ロ □

ロ 日 日
(131 芯出しく 主軸振り回し コ □

―
                    |

(19〉芯出して ボンプ軸受け部 ロ □  |
90)芯 出し ローダフローチング 口 □  |
(21)配 管ホース 曲 げ取り回し ■ □ ■ □
122)TIH壊

123)軸 頭

O今  軸 頭

ペアリング組み付け ■ □

軸ギアーはめあい ロ □

ギヤーボックス分解 ■ □

(29 習 動ロ すりあわせ 口 日   |
け0)営 勁H スライ ドギプ調整 日 □

υ7) 首 動 1 ボールネジ組付け ■ □

(28)仕 上組付け( )減 速機変通機 ロ □

12り 仕 上組付け( ポンプモーター
■ □

(30)仕 上組付け チャック治具 ■ □

lt31)仕 上組付け| ソレノイドバルプ他 □ □ □

( 3 2 )測 定エ デプスマイクロメータ 口 □ |
(33) 機 械虜 の読図 □  | □  |
(じり  電 飛 凶lElり 配 凶 ■ □

ロ

( 3 b l  r Hス と 凶 回 の 読 凶 □ ■

(」り ●t HjttHHlこ付忘メ了心 □ 口 □

ロ ■ ロ ■

■ □ 口 □

、4り  円 魁昨 汰 の恵択

(41)故 障低減の 霞料作成 □ □

142)リ ーダーシップ

“3)部 下との協議
~~~

(4今 上 司との意見交換

14D 部品の固有寿命坪長六の意欲
(4o OA機 器取り扱いの意欲

147)旋 盤による作業  ~

( 4働 フ ライス !による作業
49)ポ ール盤 こよる作業

150)電 気ガスアーク溶接作業
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5項目だけである。このようにみてくると、電気保全の基準の中核は制御回路、Pc、電気配線、

配管ホース、各種図面と安全作業、故障再発防止にあると指摘できる。

機械保全と電気保全の共通する項目は(1)～(2)の制御回路、(14)～(17)のセンサー 診 断機

器、(21)配管ホース、(38)～(39)の安全作業 ・故障再発防止である。また、機械保全のみの項目

は(6)～(9)の自動機 ・計測器、(18)～(19)の志出し、(22)～(30)の軸頭修理 摺動部 ・仕上げ組
み付け、(32)測定工具である。電気保全のみの項目は(10)～(11)のインバータ バ ーコードシス

テム、(34)～(35)の電気図面 電 気計算式になっている。全く対応していない項目は(40)問題解

決、(42)～(50)のヒューマンスキル oA機 器 機 械加工基本作業である。このように制御回路、
センサー、診断機器、配管ホース、安全作業、故障再発防止は機械保全技能検定の主要な職業能

力と位置づいている。一方、問題解決やヒューマンスキル、oA機 器、機械加工基本作業のよう

な職業能力は基準ではその対象とはなっていない。

技能検定の基準及びその細目と機械保全技能者に求められる職業能力項目との対応を検討して

きた。ここで扱った内容は知識の範囲の確認であるが、厳密に検討を試みようとすれば、技能校

定試験の基準の細目によらなければならない。しかし、この検討で見る限り、基準は電気保全と

機llk保全とを重ねると職業能力項目の大半の範囲を網羅していると言える。逆に言えば、時代に

応じて最新の状況を反映するには試験問題の作成段階で対応しなければならないと言えよう。

3‐2保全技能者の職業能カプロフィール

図1は保全技能者の職業能カプロフィールである。図は電気保全と機械保全の2種に分けて描
いてある。(1)～(16)、(34)～(35)は電気保全が機械保全よりも重要度が高い。(17)、(37)～(46)

は両者とも同じ水準にある。(18)～(33)、(47)～(50)は機械保全が電気保全よりも重要度が高く

なっている。職業能力項目50項目はこれらの結果を考慮して分野に分けると表2の ように6分野

に分けることができる。電気保全は 「電気 待」御 自 動機分野Jの 全てと 「図面 電 気計算分野J

の部分で高い。機械保全は 「機械 動 力機構 仕 上げ分野Jと 「機械力】工作業分野」の全てと、

「図画 電 気計算分野」の部分で高い。「故障再発防止 資 料作成分野Jと 「ヒューマンスキル分

野」は両者に差追は見られない。このように生産職場では電気保全と機械保全の機能分担力平予わ

れている。

33技 能検定試験問題の分析結果

表3は機械保全技能検定1級 と2級試験問題の年度別出題分野と問題の難易度を示している。

表中のA、B、Cは難易度を表わし、それぞれ 「高度な専門知識 技 能 経 験と思考力 判 断力を

必要とする問題J、「専門的知識 技 能と思考力を必要とする問題」、「基本的 ・基礎的知識 技 能

必要とする問題」とした。32節で述べた6分野のうち、「ヒューマンスキル分野」は全く出題さ

れていないので省いている。表の空欄は0を表わしている。全体の傾向を見ると1級 2級 とも分

野塀Uの出題傾向に大きな差追は見出せない。最も多い分野は 「故障再発防止 資 料作成分野」で
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表 2 保 全技能者の職業能力の6分 野
分 野

電気 ・制御
・自動機分野

■要度の水年 職業能力50項目    ~~

電気保全>機 械保全

いり 刊 仰回路∪ Qり制抑回路② lo3)PC回路入出力 lo41PCファンクション①
Q51PCファンクィョン② lo6)NC障害追跡 lo7)サーボ障害追跡
(081ロボット障害追跡 (o91計測母障害追跡 (lolィンバータ障害追跡
(11)バーコートシステム障害追跡 (12)電気配線①端末仕上げ

(131電宗配線②助カモータ (141各種センサー類結線

(15)診断機器①シンクロスコープ (161診断機器②メモリーハートコーダ
(1つ診断機器③直感

機械 ・動力機構
・仕上げ分野

機械保全>電 気保全

(181心出し①主軸振り回

(2111芯出し③ロータフローテング 91)配 省ホース曲げ取り回し
1221軸頭修理①ペアリング組み付け 123)軸頭修理②軸ギアーはめあい
04)軸頭修理③ギヤーボックス分解 1251習動部①すりあわせ
061智動言ド②スライドギブ調整 (2つ習動部③ボールネジ組付け
03)と上組付MЭ減速機変速携 1291仕上組付けのボンプモーター

13o仕上組付け③テャック治具 (31)仕上組付け④ソレノイドバルブ他
〈32)測定工具デブスマイクロメータ

凶的 ・

電気計算分野
全
全鞭鞭

03)機械図面の読図 (341電気

(36)油気圧図面の読図

印・資料作成分野
機械保全二電気保全

G7)時間短縮と特急対応 1331安全作業スト

G91故障の再発防止策の完遂 140)問題解決の意欲 141)故障低減の資料作成
145)部品の固有寿命延長への意欲 14610AW器 取り扱いの意欲

ヒューマン
スキル分野

機械保全=電 気保全 (42)リーダーシップ 143)部下との協調 144)上司との意見変換

機械加工作業
分野

機械保全>電 気保全 147)症避による作業 1481フライス盤による作業

1491ボール盤による作業 (501電気ガスアーク溶接作業

あり、 1級 の場合では340%を 占める。次いで 「その他」が295%で ある。その他は、先の6分

野に入らない内容を示している。具体的には材料や、表面処理、電子 電 気理論、用語などが挙
げられる。これらはいずれも現場作業や具体的な職業能力ではなく、作業全般の背景となる知識

項目である。第3は 「図面 ・電気計算分野」の195%で ある。第4は 「電気 制 御 自 動機分野J
で130%に なっている。「機械 動 力機構 仕 上げ分野」と 「機械加工作業分野Jは 1～ 3%程 度
となっておりほとんど出題されていない。 1級 と2級で比較的異なる分野は 「電気 ・制御 自 動
機分野Jで あり、 1級 の方が多く出題されている。

表4は同様にして電気保全の試験問題の分析結果である。出題の多い分野から順に 「散障再発
防止 資 料作成分野J、「その他J、「電気 制 御 自 動機分野」、「図面 電 気計算分野Jに なって
いる。機械保全と異なる点は 「電気 制 御 自 動機分野」の出題が190%で 第3位 にあることで

ある。この他の傾向は全く同じである。また、電気保全よりも機械保全は難易度が高い問題が多
い。機械保全 1級では難易度AとBの合計で57問題であり、全体の285%を 占める。電気保全l級
では33問題165%で ある。

年度別の出題傾向を見ると平成6年から平成7年にかけて各職種級で共に大きな変化が見られ

る。平成6年は電気保全が開始され、その翌年に問題の見直しをした際に変化したと推測される。
機械保全では1級 2級共に 「機械 動 力機構 仕 上げ分野」と 「機械加工作業分野」で僅かな増

加傾向が見られる。また、「図面 電 気計算分野」と 「電気 制 御 自 動機分野J、「故障再発防
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重要

1 00 300 4.00 500
(01)制御回路① リ レーシヽ ケンス

(02)制御回路② 動 力回路

(03)PC回 路入出力

(04)PC フ ァンクション①

(05)PC フ ァンクション②

(06)NC 障 害追跡

(07)サーボ 障 害追跡

(08)ロボット 障 害追跡

(09)計測器 障 害追跡
(10)インバータ 障 害追跡

(打)バーコードsTM 障 害追跡

(12)電気配線① 端 末仕上

(13)電気配線② 動 カモータ

(14)各種センサー類 結 線
(15)診断機器① シ ンクロsP

(16)診断機鞄  メモリーHc

(17)診断機器③ 五 感 聴 診器など

(18)芯出し① 主 軸振り回し

(19)芯出し② ポ ンプ軸受け部

(20)芯出し 日 ―ダフローチング

(21)配線本―ス 曲 げ取り回し

(22)軸頭修理① ベ アリング組み付け
(23)軸頭修□② 軸 ギアーはめあぃ

(24)軸頭修理③ ギ ヤーボックス分解

(25)習動部① す 'ブあわせ

(26)習動部② スライドギブ調整
(27)習動部③ ボールネジ組付け

(23)仕上組付け① 流 通機変速機
(29)仕上組付け② ポンプモーター

(30)仕上組付け③ チャック治具
(31)仕上組付け④ ソレノイドバルブ他

(32)測定工具 デ ブスマイクロメータ

(33)機械図画の読図
(34)電気図面の読図

(35)電気計算式の理解
(36)油気圧図面の読図

(37)時間短縮と特急対応
(33)安全作業ストップ&ウェィトの尊守

(39)故障の再発防止策の完遂

(40)問題解決の意欲
(41)故障低減の資料作成

(42)リーダーシップ

(43)部下との協調

(44)上司との意見交換

(45)部品の固有寿命延長への意欲
(46)OA機器取り扱いの意欲

(47)旋盤による作業

(48)フライス盤による作業

(49)ボール盤による作業

(50)電気ガスアーク溶接作業

図 1 保 全機能者の職業能カブロフィール (電気保全 ,機械保全別)
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表 3 機 械保全技能検定試験問題の年度別出題分野と難易度

表 4 電 気保全技能検定試験問題の年度別出題分野と難易度

熊易度

職葉能力環日

平成6年度 平成7年度 平曲 年度 平成9年度 合計

確
　
肘

2級

ll

1級 2級 1報 2機 1級 2級 1級 2級 ,級 2級

A A B A C | A C A

電気 制 御 自 動機分野

1

四画 電 気計算分野 9
一
１１

兜 33

2 13

1 12

合計 1 0 8 4 2

止 資 料作成分野Jで 減少傾向にある。電気保全では 「電気 ・制御 自 動機分野」「機械 動 力

機構 仕 上げ分野」で増加している。特に1級では 「電気 制 御 自 動機分野」の増加が著しく、
4年間で2倍 となる。対称的に 「故障再発防止 資 料作成分野」で減少する。

年度房けに見た試験問題数の推移の特徴は電気保全、機械保全共にそれぞれの専門性の高い音F分、

例えば電気保全では 「電気 制 御 自 動機分野Jで 増加し、専門性の低い部分を減少させている

ことが挙げられる。また、機械保全と電気保全共に2級では 「その他Jが 増加している。これは

基本的な原理 ・理論 用 語 材 料の性質に傾斜していることを表わしている。

図2は機械保全 ,電気保全技能検定1級 2級 試験問題の出題分野を示している。この図は平

成6～ 9年度の合計についておいている。これまでの4年 間で出題してきた集計では 「故障再発

防止 ・資料作成分野」と 「その他」力S中心であったことがわかる。また、機械保全では 「図面

電気計算分野J、電気保全では 「電気 制 御 自 動機分野」が続いている。

3‐4保全技能者の職業能カプロフィールと試験問題の比較

図3は保全技能者の職業能カプロフィールと技能検定試験問題の出題件数を示している。出題

数については4年間の合計を用いた。図においてllk業能カプロフィールを折れ線で示し、出題数
を棒グラフで示している。縦軸の職業能力項目は重要度の順になっている。この図で見ると保全

技能者に求められる職業能力の重要度と試験問題の出題数には関係が見出せない。重要度が高く、

韓易度

職業能力項目

平成6年度 平貯 年度 平成8年度 平成9年度 合肘

眼
　
＝

娘
　
耐

1級 2掻 1級 2級 t較 2級 1級 2級 1嶺 2級

六 B A A 六 B B A A 8 C

電気 例 抑 目 勁校分野
2 (

臓張 動 力技構 仕 上げ分野

凶山 電 気計雰分野
3 C

家障再完防止 貫 Fr作成分野 6

1 1
他のそ

　
一

3
1〔 4 2 5[

合計
判

3 1 6 1 4 1 1
14 21X
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日その他 (材料 表 面処理
安全 ・用語 理 路尊)

■機械加工作業分野

囲故障再発防止 資 料作成分野

口図面 電 気計算分野

口機械 動 力機摘 仕 上げ分野

□電気 制 御 自 動機分野

図2 機 能検定1級 ・2級試験問題の出題分野の構成 (平成6年度～平成9年度の合計)

出題も比較的容易な職業能力項目であっても出題されていないものが見出せる。(01)制御回路①、

(03)Pc回路入出力、(04)Pcファンクション①、(07)サーボ障害追跡、(08)ロボット障害追跡、(10)

インバータ障害追跡、(21)配管ホース曲げ取り回し、(50)電気ガスアーク溶接作業などは比較的

格差が大きい項目として挙げることができる。

表5は 4年間に出題された項目と未出題の項目とを分野冴Uに整理したものである。「図面 電

気計算分野」と 「機械加工作業分野」の項目の全ては出題されていた。「ヒューマンスキル分野」

表 5 技 能検定に出題された職業能力項目

分 野 出題された職業能力項目 末出題の職業能力項目

帥帥

(01)制ln回路〇 (021制御回路② (o31PC回路入出力
061NC障害追跡 (oDサーボ障害追跡 (o91計測器障
害追跡 (lolインバータ障害追跡 (12)電気配線①端末
仕上げ (13)電気配線②動カモータ (141各種センサー

醤8竪 昔
5)診断機器①シンクロスコープ (17)診断機

(04)PCファンクションO 165)PCフ アンクション②
(081ロボット障害追跡 (11)バーコードンステム障害
追跡 (161診断機器②メモリーハートコーダ

機械 ・動力機構
仕上げ分野

122)「蝦 修選①ペアリング組み付け 123)軸頭修理②
軸ギアーはめあい 1241軸頭修理③ギヤーボックス分
解 (25)習動部①すりあわせ (31)仕上組付け④ソレノ
イドバルブ他 (3つ測定工具デブスマイクロメータ

(18)心出し〇主軸振り回し (19)芯出し②ポンプ軸受
け部 (201芯出し③ローダフローチング 121)配管ホー

ス曲げ取り回し o61習動部②スライドギブ調整 (27)
習動部③ボールネジ組付け 123)仕上組付け①減速
機変速磯 1291仕上組付け②ポンプモーター

 130)仕
上組付け③チャック治具

図面 ・

電気計算分野 盟鞘盟瑠偶縄翻鞠
嚇図1351電気計

故障再発防止
・資料作成分野

(38)安全作業ストップ&ウ ェィト1391故障の再発防止
策の完遂 “1)故障低減の資料作成

(37)時rH3短縮と行急対応 “ 0)問題解決の意欲

146)OAR器取り扱いの意欲 (451部品の固有寿命延長
への意欲

ヒューマン
スキル分野

(4つリ
ーターンッフ (43)部下との協調 “4)上司との

意見交換
職板加工作業

分野 悠2緊たと名犠協亀務響1う岳撮鑑9
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重要でな

1  1.5

(38)安全作業ストップ&ウェィト
(40)問題解決の意欲

(39)故障の再発防止策の完遂

(34)電気図面の読図
(03)PC回路入出力

(01)制御回路①
(44)上司との意見交換

(37)時間短縮と特急対応
(43)部下との協調

(36)油気圧図面の読図
(02)制御回路②

(42)リーダーシップ
(14)各種センサー類 結 線

(45)部品の固有寿命延長への意欲
(03)日本ット 障 害追跡

(33)機械図面の読図
(10)インバータ 障 害追跡
(41)故障低減の資料作成

(50)電気ガスアーク潜接作業
(13)電気配紳② 動 カモータ

(22)軸頭修理① ベ アリング組み付け
(04)PC フ ァンクションЭ

(46)OA機 器取り扱いの意欲
(23)軸頭修理② 軸 ギアーはめあい

(21)配線ホース 曲 げ取り回し
(12)電気配線Э 端 末仕上

(07)サーボ 障 害追跡
(29)仕上組付け② ポ ンプモヽター

(05)PC フ ァンクション②
(31)仕上組付け④ ソレノイド′やレブ他
(24)軸頭修瑠Э ギャーボックス分解

(49)ボール盤による作業
(17)診断機器③ 五 感

(19)芯出し② ポ ンプ軸受け部
(18)芯出し① 主 軸振り回し

(28)仕上組付け① 減 通機変速機
(06)Nc 障 害追跡

(27)習動部③ ボ ールネジ組付け
(09)計測器 障 害追跡

(20)芯出し 日―ダフローチング
(30)仕上組付け③ チ ャック治具

(16)診断機器の メモリーHc
(35)電気計算式の理解

(25)習動部① すりあわせ
(15)診鵬 器① シンクロスコープ

(32)測定工具 デ ブスマイクロメータ
(47)旋盤による作業

(48)フライス盤による作業
(26)習動部② スライドギブ調整

(11)バーコードシステム 障 害追跡

，
４ 1 8 0 [件]

図3 保 全技能者の職業能カプロフィールと技能検定試験問題の出題件数 (4年間)
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は未出題である。これらの結果を見る限り、学科試験問題の分析であるから実務面の重要度と格

差があるのか、出題しやすい項目に偏りがちになるためかは定かでない。また、ここには掲載し

ていないが、詳細に見ると基準にない出題も数は少ないが見られる。これは電気保全と機械保全

の双方で見出された。この項目は電気保全と機械保全の境界領域にあたる。これは問題作成者に

とっても現場においても未分化であることに起因するとも考えられる。あるいは、我々の分類方

法や見解との差によることもあり得ると考えられる。

4 = 討論

これまでの検討から以下の諸点を指摘できる。第1は試験の基準と問題作成の関係の整理であ

る。技能検定の基準は、該当職種の試験の範囲と水準を明記しているが、保全職種で見る限りほ

ぼ全域を細羅している。ただし、電気保全と機械保全の両者を重畳させることによって可能とな

る。もしも、保全技能者として活躍するのであれば、電気保全と機械保全の両試験を受けること

によって必要な職業能力があるか否かを判危し得る。また、技能検定試験の基準の細目を見直す

場合、現場で必要とされる職業能力の記述をもとに再構築し直すか (基準の細目をあくまで、機

械保全技能の基準の範囲を示すものとして位置づけるのであれば)、試験問題作成時に当該職種

に必要な職業能力項目についての調査資料を基礎にしてFH5題作成をする必要があろう。限られた

出題数の中で、その時代の技能を反映した問題作成が作成者に委ねられているのである。より的

確な対応の方策としては職業能力の洗い出しをすることによって、職業資格をより有効に機能さ

せることがよいと考える0。

第2は 電気保全と機械保全との重複部分、もしくは境界部分の取り扱いの未確立なことである。

労働現場によって差があると思うが、これらの関係を整理しなければならないだろう。保全とい

う仕事の性質からも必要なことである。一方、受検者側から見ると、断定する訳ではないが、試

験の重複を無くすことが求められるだろう。人によっては二重負担になるからである。保全技能

者の職業能力の範囲をどう描くか (もっと広 く言えば保全技能者の職業生返をどう描くか)と 職

業資格との詞和が必要である。

第3は 試験問題と現場技能者の仕事内容の遊離である。試験問題の中には 「その他Jに 挙げら

れていた内容が含まれていた。この内容は実務や業務、あるいは日常の仕事とは異なる類のもの

である。技能検定2級 の場合、3割程度がこの種の問題であった。技能校定は本来、知識の検危

ではなく、「できること」の評価を目的としているものである。「できることJの 背景としての基

礎知識がその範囲を超えて拡大していると考えられる。受検者にとって見れば現場作業と技能検

定試験との,E離が大きいことを意味する。換言すれば、いくら熟練しても、経験が優れていても、

資格試験のために改めて勉強しないと合格できないのである。もし、このような知識分野の評価

力舟必要ならば、技能検定試験として実施するのではなく別の枠組みの資格制度を設定して対応す

ることが求められよう。

本研究では3つの仮説を設定してその検証を試みた。仮詢①は 「職業資格の職業能力の公証機
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能は制限や限界があること」でぁる。試験問題の質的検討の中から、職業能力と資格試験との間
には距離があり、これは制度的な理由と問題作成の実際的な理由から存在すると言える。もし、
これを解消する作業があるとすればそれは職業能力の実態調査に待たなければならない。従って

仮詢①は支持される。次に仮調②では 「職業資格の制限や限界を規定する要因は職業人に求めら

れる能力分野が広範にわたり、評価の対象としてカバーできないことJで ある。今回、我々が用
いた職業能力項目と分野において、試験基準並びに試験問題で欠落部分が見出せた。評価対象と

してこれらを採用するには一定の作業が必要となる。現段階では仮説②は支持される。仮詢③は

「職業資格試験問題の出題は現実の仕事の職業能力と時間差があること」である。年度別に見た

山題傾向を見ると現実の仕事に一致させるよう努めていること力洞 える。しかし、その時間差が

具体的にどの部分にあるかについては明らかにできなかった。これは逐次、仕事の変化を把握し、

問題の変化を追跡する調査によらなければ明らかにできないだろう。従って、仮調③は推定はで

きるが検証はできなかった。

「企業内キャリアJと 「職業能力」と 「職業資格取得」の三者の関係から見ると職業能力を職

業資格だけで明確に表わすことは現状では困難があり、十分な期待はできない。とすれば能力開

発や人材育成さらには人事制度によってきめ組かな対応を図る必要があろう。これらによって、

戦業資格と教育訓練制度と人事制度が時代の要求にふさわしい関係を持ち、労働者の職業生涯を

支援する体制を確立すべきと考えたい。職業資格が 「職業能力の公証」として機能するためには

その 「機能と制限事項」を本研究で行ったと同様の作業を基礎にして、それぞれの職業資格につ

いて明示していくべきであろう。これによって職業資格の範囲が明確に示され、有効な活用がで

きる。本研究では機械製造企業1社300名の保全技能者が考える職業能力の視野から、技能検定試

験の学科試験問題を検討した。この立場と方法を前提にしたとしても、本論で展開してきた議論

の意味は大きいと考える。今後は職業資格と人事制度の関わりについて検討を進め、内容を深め

ていきたい。

本研究に際しまして企業の保全担当者の方々や教育副1線担当者の方々にご協力をいたださまし

た。ここに記して感謝いたします。
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く注〉

1)森  和 夫 「職業能力から見た職業資格の基礎的研究 (1)一企業内キャリアと職業資格と教

育訓線のかかわリーJ,悠 峰職業科学研究所研究紀要,第 5巻,pp 1728,悠 峰職業科学研究

所,1997/森  和 夫 「職業能力から見た職業資格の基礎的研究 (1)一資格取得と職業生涯

のかかわりを中′さに一」,産業教育学研究,第27巻,pp 22-23,第1号, 日本産業教育学会,
1997

2)技 能検定 (機械保全職種)は 機械系保全作業と電気系保全作業からなる。前者は昭和59年か

ら開始され、現在では年間約200oo名が受検する。後者は平成6年から開始され、現在では年

間6000名が受検する。

3)こ の研究では中央職業能力開発協会が行う、平成4年度のoヽ機器操作技能評価試験 (パソコ

ン表計算部門)1～ 3級の受験者586名の解答を分析して、試験問題の妥当性と信頼性を検rrE

した。また、合格者と不合格者の能力構造の違いを明らかにした。

森 和 夫 「技能評価試験結果の統計分析―平成4年度O代機器操作技能評価試験 (パソコン

表計算部門)― J,中 央職業能力開発協会,職 業副1練大学校委託研究報告書,純 版,149頁 ,

平成5年

4)森  和 夫 「保全技能者の能力構造と習熟―メカトロニクス教育の内容と保全教育の課題―J,

産業教育学研究,第 28巻,第 1号,pp 4,52, 日本産業教育学会,1998

関連する文献には以下のものがある。①森 和 夫 「生産設備の変化と保全機能者養成の課
題―自動車製造関連企業を対象とした調査を中心に一J,職 業能力開発研究,第 16巻,

pp 73∠107,職業能力開発大学校研修研究センター,1998/② 鈴木直樹 「保全マンの現状と

育成について」産業訓練,第44巻,第 509号,pp伊 12, 日本産業訓1練協会,1998
5)基 準は冊子として下記の文敵Эが労働省職業能力開発局から発行されている。また、過去の

出題問題は問題集として文敵②が発行されている。しかし、問題集はテーマ毎に分類されて
いて、年度毎に記述してはいない。

①労働省職業能力開発局編 「機械保全技能検定試験の基準及びその細目」,労働省職業能
力開発局,1995%② 中央職業能力開発協会監1夕「新版技能検定学科試験問題解説集、第1巻、

機械保全」,雇用問題研究会,1997

6)職 業能力の洗い出しは校定職種に関わらず、定期的に行う体制が必要になろう。時に問題作
成者に基準改訂の検討を依頼することがある。しかし、問題作成者は該当職種の技能者の職

業能力について各業界の動向を把握するというのは困難なのではないか。また、提案するに

も職業能力分析のデータが無いとすれば、責任ある基準改訂の提案は難しいだろう。従って、

合意形成には方法論が必要と考える。試験問題出題の方針についてもこの職業能力の洗い出
し力Y受立つが、この点も同様の課題を残していると推察できる。職業能力の洗出しの具体的
な方法は下記の文献①、②にマニュアルとして提案している。調査検討の必要時間は定例化

すればさほど要しないと考える。この作業は定点観測のように同一職場を対象に行うものと
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新たに追加する職場を対象に行うものとが必要になる。この手法は全ての戦業資格に適用が
可能である。文献③にはcuDBAS手 法の応用範囲の整理を行っている。職業能力の分析手法
として技能評価や職業資格試験の検討ばかりでなく、調査や教育訓1練カリキュラム編成や戦
能等級表作成など各方面で利用され、展開が急速に拡大している。今回、使用した職業能力
50項目はこのCIJDBAS手法を適用したものである。

①森 和 夫他 「技能労働者に対する技能評価及び技能労働者の処遇の実態等に関する調査
報告書J,財 団法人建築物管理副1練センター,1996,A4版160買 (共著)/② 労働省職業能力
開発局技能振興課 「技能審査認定のあらまし」,労働省職業能力開発局技能振興課,1996
A4版100買/③ 森 和 夫 「cuDBASの 発展とその展望―職業能力評価の構造化と体系化に関
する研究序説―」,職 業能力開発研究,第 16巻,pp 109∠128,職業能力開発大学校研修研究
センター,1998
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